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第７回 アジアがんフォーラム

　現代韓国研究センター・アジアがんフォーラム
　共同プロジェクト発足記念シンポジウム
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　世界のがんの罹患率、死亡率は増え続け、中でもアジアのがんは急激に増加して

おり、世界の疾病構造にも大きく影を落としています。

　がんは遺伝的な素因や生活習慣などの違いによる地域性の強いものであり、多様

な文化的背景をもつアジアのがんの本当の姿を捉えることは、困難なことでありま

した。これまでバラバラに集められていたアジアのがんのデータを科学的に体系的

に集めることを、2009年11月に第20回のアジア太平洋癌学会を筑波で開催して、試

みました。

　アジアと欧米の疫学的背景の対比からその根底にあるものを浮かびあがらせ、こ

の対比の中に、世界全体のがん克服のカギがあるのではないかという観点から、い

くつかの研究の進展を得ることができました。その結果を踏まえて、アジアのがん

の特性と、どう向き合い、またそれを世界全体のがん制圧の課題にどう繋げていけ

ばいいのかが、我々の喫緊の課題です。

　こうしたアジアを中心とした国際癌研究の向上に寄与するため、2010年４月、東

京大学先端科学技術研究センターに「総合癌研究国際戦略推進」寄付研究部門を立

ち上げました。現在、４本の軸を立てて研究を進めています。

　グローバル化の波の中で、アジアの社会状況は変貌をとげ、疾病動向も大きく推

移しています。今後日本がアジアの中で果たすべき役割について、エビデンスある

データで方向性を示し、政策提言をしていくことができる知的共有基盤を形成した

いと考え、この講座の中に政策提言研究を担う組織として、アジアがんフォーラム

を位置づけました。

　このアジアがんフォーラムには、国内外の有識者が分野を超えて集まって、アジ

アのがん医療として、なにを目指すべきなのかを、これまで議論を積み上げてきま

した。

　こうした議論だけではなく、我々は、実行可能な目標を立て行動に移したいと考

えています。新規開発抗癌剤や分子標的薬剤には、副作用や効果がアジアの人種に

特有のデータをしめすものもあり、アジア人にとって、より安全かつ効率の良い抗

癌剤、分子標的薬の使用法の検討をしていくことは、急務です。

　アジアの先進国である日本は、各国の実情に応じた治療法のガイドラインを深く

検討して、アジアの人々がより良い癌医療を享受できることを目指すことも重要で

す。これは、データの幅広い共有にも繋がり、アジアの人々のみならず、国際的な

レベルでの医療の向上にもつながるものです。

　日本の国内の目の前の患者さんのいのちを護ることも、遠い海の向こうのアジア

の患者さんの医療を助けることも、ひとつに繋がっていると私は信じています。

アジアから世界のがんを変えていく
東京大学先端科学技術研究センター

「総合癌研究国際戦略推進」寄付研究部門
特任教授　赤座 英之
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¡ がんと生活環境因子（Information）
　前立腺癌や乳癌などアジアと欧米では、疫学的に大きく異なる癌について、癌罹患率・死

亡率の差とその変化の要因を明らかにすることを軸にすえています。多量の情報を系統的に

扱うサイエンスの基盤が整備されつつある現在、罹患率・死亡率を時間的、地域別にとらえ、

各臓器癌で疫学データと臨床データを丁寧に比較検討していくことから、生活環境要因やエ

ピジェネティック要因の時間的変化や地域的差異が及ぼす影響の意味を探ります。

　長い時間軸の中での生命現象の変容を辿っていくがん研究では、「人間の暮らしの営み」

に根差した様々な情報を収集していかなくてはなりません。

　文理融合の視点の広がりをもとに、科学的に意味のあるデータとして、個人から情報を収

集していくことが含みもつ課題について考察します。

™ 癌予防戦略（Prevention）
　前立腺癌については、アンドロゲン制御が重要な要素であり、これまで明らかにしてきた

大豆イソフラボン代謝との関係が解明されつつあります。アジアには、グローバル化という

ひとことでは片づけられない、長い歴史の中で育んできた食生活をはじめとする多様な文化

が存在して、がんの罹患率にも影響を与えています。そうした中で、アジアは迫りくる高齢

化社会にどう立ち向かえばいいのか。今後の医療費増大が予測されるなか、国際レベルでの

前立腺癌化学予防戦略構築の可能性を論じ、社会に提言していきます。

£ 安全で有効な治療法の検討（Clinical trial, R&D）
　新規開発抗癌剤や分子標的薬剤には、副作用や効果がアジアの人種に特有のプロファイル

を示すものが少なくありません。臨床的データとゲノムデータとで、比較検討し、アジア人

にとって、より安全かつ効率の良い抗癌剤、分子標的薬の使用法の提言を目指します。腎細

胞癌の分子標的薬について、副作用と効果のプロファイルをまとめ、人種的差異の存在とそ

の種類や強度、更なる臨床試験の必要性や、その実現可能性を検討しようとしています。膀

胱癌においては、新規BCG製剤（BCG-CWS抱合R8-リポゾーム製剤）の開発研究（NEDO）

についての研究をスタートしました。前立腺癌においては、内分泌療法の反応が日本と米国

では異なることが、明らかになりつつあります。我々は、日本では２万例を超えるデータ

ベースを有しており（JCaP Study）、これを基盤にアジアにおける内分泌療法や、内分泌療

法再燃癌に対する治療の在り方を、今後の薬剤開発を含めて検討していきます。

¢ 政策提言研究（Policy Research）
　evidence medicineの概念が定着し、アジアでの癌治療においても、治療ガイドラインが多

く出版され利用されています。しかし、引用されている文献の多くが欧米での臨床試験結果

であり、必ずしもアジアに適応されるものではありません。治療法の決定には国家や地域に

存在する事情によるところが少なくありません。日本はアジアの中での先進国としての責務

があり、各国の実情に応じた治療法のガイドラインを検討し、アジアの人々がより良い癌医

療を享受できることを目指さねばなりません。アジア地域に合った方法で、教育・啓蒙を進

めると同時に各分野（医学、薬学、保険、製薬企業、政府、メディア）の有識者たちの議論

のプラットフォームを提供して、国際的レベルでの癌医療のアウトカムの向上を狙った戦略

提言をまとめ、情報発信をしていく必要があります。また、アジアがんフォーラムでは、が

ん領域の中で顧みられることがあまりなかった、「がんをグローバルヘルスアジェンダにす

るための政策提言」に焦点を当て議論を蓄積してきました。この問題は、「限られた医療資

源の中でいかに医療を行うか」、「国際社会のなかでどのような役割を果たすべきなのか」「地

球規模課題と国内問題の調整をいかにするべきか」など、重要な検討課題を含み持ち、今後

の日本の政策対応の在り方を検討するものです。国連のミレニアム・ディベロップメント・

ゴールへのがん項目の追加という実践的な戦略分析にとどまらず、データを広範に集めねば

ならない生命科学の背負う普遍的課題と、そこに内包される「知の公共性と国際性」につい

ても、アカデミアとして掘り下げをしていきたいと考えます。
文責　河原ノリエ

研究テーマ
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　アジアといういのちの繋がりのなかにある私たち。アジアがんフォーラムは、こ

れまで、がんという共有の試練をこの連帯のなかで、共に乗り越えることを目指し

ささやかな活動を続けてまいりました。このたび「がんと文化」について現代韓国

研究センターと共同プロジェクトを立ち上げたことを記念して、シンポジウム「ア

ジアでがんを生き延びる　－アジアのくらしと文化とがんと」を開催することとい

たしました。

　ひとは、誰も過去からは逃れることはできず、その地縁・血縁の繋がりのなかで

生き延びていくしかありません。がんという病には、遺伝的素因や、生活習慣など

長い時間軸のなかでの、ひとのくらしの営みや文化が色濃く影を落としています。

この病は、大切なひととの繋がりをいま再び想いおこさせるものであり、アジア特

有の絆のなかにあります。

　東アジアは、グローバル化が加速度的に進む一方で、先の大戦にかかわる歴史認

識問題、冷戦構造に起因するイデオロギー対立など、前世紀の遺恨をいまだ免れな

い世界でほぼ唯一の地域です。（東京大学「日本・アジア学」冬学期開講科目「文

化・人間情報学特論Ⅰ」シラバスより）グローバリズムとナショナリズムのねじれ

の中にあるこの地にあって、「がん医療連携」というフラッグを掲げ続ける道のり

は、けして平坦ではありませんでした。いまでこそアジア連携が安全地帯から高ら

かに謳われる時代ですが、声を閉ざす時代もありました。「地域概念とは、あるも

のではなく、意識してつくりあげていくものであり、このアジアの急激な構造変容

の中でどこに軸をもとめていくのか、過去の中に未来を考える装置をつくること

だ。」と、今年６月の現代韓国研究センターの開所式での、姜尚中 センター長の言

葉がとても印象的でした。

　最近では、ライフイノベーションは産業育成のカギとされ、経済成長著しいアジ

アの医療に目は向けられるようになりはじめました。しかしながら医療は他の産

業よりも、各国ごとに当局の規制にしばられ、その真の全体像がとらまえにくい領

域で、医療水準もバラバラで、病を人々がどうとらえているか、またそれに対する

医療者の価値観も微妙に異なるので、データも単純には比較できないこともありま

す。

　先進国の病とばかり思われていたこの病が、アジアの貧困地帯を中心にして急増

しているなか、近い将来、同じ病を抱えながら、治っていくものと、苦しみもがき

死んでいかねばならないもののという、不条理を国際社会は背負いこむ。この重い

現実に我々はどう向き合えばいいのでしょうか。限られた医療資源の中で、「なぜ

国内の癌難民を飛び越えアジアなのか」と問われてしまうこともあったりします。

　乗り越えねばならない課題は多いのですが、それらの

問いは未来に開かれて、困難はひととひとを結びつける。

　秋の静かなひとときを、遠い海のむこうに想いをはせ

ながら、過去をみつめて未来を紡ぐ、アジアの中でいのち

の繋がりについて　語りを重ねたいと思います。

文化の日に考える
　アジアでがんを生き延びる －アジアのくらしと文化とがんと－

東京大学先端科学技術研究センター　河原 ノリエ
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第１部　日韓中新時代（13：00－15：25）
	 アジアがんフォーラムという試み
   河原ノリエ アジアがんフォーラム主宰

   赤座　英之 東京大学特任教授

   JAE  KYUNG  ROH　延世大学教授

	 アジアのがんと日本はどう向き合うか
   岡本　充功 厚生労働大臣政務官

	 アジアの未来を拓く懸け橋とは
   趙　世　暎 大韓民国大使館　公使参事官

	 知の連携―共同プロジェクト　誕生によせて
   中野　義昭 東京大学先端科学技術研究センター所長

 特別講演   いのちが結ぶアジアの連帯
   姜　尚　中 現代韓国研究センター長

	 アジアのがんと欧米のがんは何が違うのか？
   赤座　英之

 　　　　指定発言　岩崎　　甫　　グラクソ・スミスクライン　常務取締役

 　　　　　　　　　中川原　章　　千葉県がんセンター　センター長

	 次世代に引き継ぐもの
  日中学生対話報告 巻島　隆雄　　山田　卓史　　京　論　壇

 　　　　　　　　　三宅　　淳　　大阪大学教授

 　　　　　　　　　増井　　徹　　独立行政法人医薬基盤研究所

15：25－15：45　休憩

第２部　がんと文化（15：45－17：00）
	 パネルディスカッション
	 　アジアの多様性が私たちを救う
	 　民族誌的考察からみたがんという病
  　　　パネリスト 永　六　輔　 放送タレント

   崔　吉　城　 東亜大学教綬

   Ｌ ｉ Ｆ ｕ 天津医科大学教授

   真鍋　祐子 東京大学教授

 　　　　指 定 発 言 椙村　春彦 浜松医科大学教授

 　　　　　　　 野崎慎仁郎 長崎大学教授

  終わりのあいさつ 赤座　英之 河原ノリエ

プログラム
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　東京大学先端科学技術研究センター（以下、先端研）は、1987年の設立以来、そ

の時代時代で社会に求められている課題に先導的に取り組んで参りました。そして

日本人の国民病と言われるがんについても、2002年に立ち上げたシステム生物医学

分野を中心に、創薬やゲノム解析などの先端研究を進めています。

　今般、赤座英之先生を先端研の特任教授に迎えて、「グローバル化時代における

癌研究国際戦略の展望」プロジェクトをスタートさせ、「がんと文化」について取

り組むことは、先端研基本原則のひとつである「学際性」に合致した、意義深いこ

とであると考えています。先端研創立時の20余年前に比べて社会はより複雑化し、

それに伴って研究を巡る環境も変化しています。社会が内包する問題をある特定の

研究分野単独で解決することはもはや不可能で、文字通り多種多様な分野を融合さ

せる学際的な連携を行ってこそ、長期的な視野にたった実効性のある成果が得られ

るものと確信しています。

　がん研究に関していえば、世界のがんの罹患率、死亡率に比べてアジアのがんの

増加が急激であることを勘案すると、単に医学面からのアプローチだけでなく、が

んという病の特性からその文化的背景までを包含した研究を行わんとする本活動

は、社会的な要請にもマッチする、時機を得たものと言えるでしょう。

　また、中長期的に「パートナー連帯型」研究所を指向する先端研としては、本プ

ロジェクトを韓国現代研究センターと連携して進めることにも、大いに期待してお

ります。

　動物は死を考えない。未熟な人は死を他人事としている。私は二十歳頃肺結核末

期であった。死を前に頭が真っ白になった。しかしそれは私の人生、生き方を変え

てくれた。病気は人を変えるパワーがある。病と死は恐怖、不安、怒り、恨みなど

のきわめて極端な感情を誘発させ、高齢者の自殺が増えている。キルケゴルの「死

に至る病」は絶望であった。しかしそれは絶望だけではない。生き方、人生観や価

値観を振りかえり、新しい力を生み出す機会でもある。

　伝統的に家族は最小限の社会福祉の原集団であった。病気と死亡は家族にとって

大変なことではあった。愛で結ばれる結婚、家族は生老病死を共有するものであっ

た。今その家族の絆が緩み機能が弱くなっている。人はだんだん個人化し、孤独死

する人も多い。

　東アジアの儒教文化圏では「冠婚葬祭」というものがある。生前の通過儀礼から

死後の「先祖供養」までの福祉（？）を保障する文化がある。しかし、一般的に親

孝行は古臭いと思い、祖先供養の不要な社会へと変化しつつある。親が子供を愛す

る慈悲に対する子供の親孝行の愛が対になっている。「孝」は愛である。病や死の

過程は自己を見つめなおし、愛の中で蘇るのである。その本質に触れてみたい。

東京大学先端科学技術研究センター
所長　中野 義昭

第７回アジアがん
フォーラム開催に寄せて 愛の中で蘇る

崔 吉 城
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　東京大学現代韓国研究センターはさる10月１日をもって正式に発足した。第一年次

にあたる2010年度の研究テーマは「東アジア共同体と日韓パートナーシップ」である。

この点を踏まえ、開所に先立つ６月５日の現代韓国研究センター記念行事で、アジア

がんフォーラムの取り組みを紹介させていただいた。「東アジア共同体」を構想に留ま

ることなく実体として機能させ、「日韓パートナーシップ」を地に足のついた実践とし

て進めていくためのツールとして、「アジアがん」ほどふさわしいテーマはないと得心

したからである。

　アジアには「過ぎ去らない過去」がある、歴史的負債を遺産に変えなくてはならな

い―、赤座研究室のアジアがんフォーラム主宰者である河原ノリエ氏の発した珠玉の

言葉の数々は、韓国のみならずアジアを研究する者にとって、なぜ、何のために、学

ぶのか、研究させていただくのか、という根っこの部分を確認し、絶え間ない自省を促

さずにはおかない。一方、現代韓国研究センターが掲げる研究内容は「グローバル化

する東アジアのなかでダイナミックに変化している現代韓国の政治、情報、文化、社

会、メディア、アイデンティティなど」（HPより）多岐にわたるが、いかにグローバル

化が進もうと、いまだ植民地主義と冷戦構造という前世紀の遺恨に緊縛されたアジア

に絡みつく「過ぎ去らない過去」や「歴史的負債」を直視しない研究は、砂上の楼閣

と同じであろう。共時的な研究テーマを浮ついたものにせず歴史といかに連結させる

か、ひいてはその研究活動をいかに公益に資するものとするかについて、かねてより

思いをめぐらせていた私にとって、東アジア共同体構想のなかで現代韓国研究センター

が出帆した今こそ、アジアがんフォーラムとの５年間の共同プロジェクトを旗揚げす

ることの意義は大きいと感じる。

　がんは食習慣など父祖伝来の生活様式を伝って営まれてきた暮らしのなかに発症す

る。あるいは「がん」という病がカテゴリー化される以前、患者はシャーマニズムなど

の民間療法で「逐鬼」を行なったり、霊験あるとされる「薬水」を飲んだりしながら病

に抗い、最期は床に伏して死を待つばかりであった。その意味で、がんは、医学的な

現象であると同時に、きわめて文化的な現象であるともいえる。がんを病み、がんに

抗い、がんという病を受容していくプロセスを、土俗的な次元で丹念にたどることは、

がん予防の手立てを講じる一助となるにちがいない。遺伝子のみならず生活習慣の一

部を共有するアジアで、がんの予防と治療のための共同プロジェクトを行なうことは、

なんらかの共通点を踏まえつつ相違点を明らかにすることで○○文化／社会の特徴を

あぶり出す、という人文社会科学が駆使する比較研究のアナロジーである。各国各地

域のがんの特徴とその対策をあぶり出すうえで、われわれは人びとの暮らしのミクロ

な部分を掘り起こすことにより、アジアがんフォーラムの取り組みに微力ながら貢献

できるのではないかと思う。

　最後に個人的な話になるが、私は８年前に母をがんで喪った。闘病期間は20年。がん

が疑われた時点で、がんである／ない、そして、再発した／していない、ということの

懸隔の大きさをいやというほど味わってきた。最期の再発のとき、事実が判明するま

での両義的な時間のなかで、母はなんとか「がん」を打ち消そうと、他科を受診したり、

あれこれ市販薬を試したりし、私はこれまで信じたこともない霊水を汲むことに血道

をあげ、母の死後は南部弁で語られる恐山のイタコの口寄せに号泣した。これらの日々

の時間の厚みはがんという病がもたらした賜物であり、そうした経験があるからこそ、

私はこの共同プロジェクトの可能性を信じることができるのである。

現代韓国研究センターとアジアがんフォーラム（東京大学先端科学技術研究センター・
「総合癌研究国際戦略推進」寄付研究部門・赤座研究室）の共同プロジェクト誕生の意義

真鍋 祐子
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姜 尚 中
1950年、熊本県熊本市に生まれる。早稲田大学大学院政治
学研究科博士課程修了。旧西ドイツ、エアランゲン大学に
留学の後、国際基督教大学助教授・準教授などを経て、現
職。東京大学大学院情報学環に設立された現代韓国研究セ

ンター、センター長。専攻は政治学、政治思想史。テレビ・新聞・雑誌
などで幅広く活躍。主な著書に『マックス・ウェーバーと近代』、『オリ
エンタリズムの彼方へ』、『ナショナリズム』、『東北アジア共同の家をめ
ざして』、『増補版 日朝関係の克服』、『在日』『姜尚中の政治学入門』、『ニッ
ポン・サバイバル』、『愛国の作法』、『悩む力』、『リーダーは半歩前を歩け』
など。共著に『グローバル化の遠近法』、『ナショナリズムの克服』、『デ
モクラシーの冒険』、『戦争の世紀を超えて』など。編著に『在日一世の
記憶』など。なお、６月に初の自伝的小説『母――オモニ――』を刊行。
東京大学大学院 情報学環・学際情報学府　教授

岡本 充功
平成８年３月　名古屋大学医学部医学科卒業 
　　16年３月　名古屋大学大学院医学系研究科（博士課程）修了

平成８年５月　愛知県農業協同組合連合会更生病院（研修医）
　　12年７月　一宮市民病院内科医師 
　　13年４月　津島市民病院非常勤医師 
　　14年４月　愛知時計電機産業医 
　　15年11月　衆議院議員当選（第43回） 
　　16年10月　民主党団体交流委員会農林水産団体局次長 
　　17年９月　衆議院議員当選（第44回） 
　　17年12月　衆議院厚生労働委員 
　　19年４月　名古屋大学医学部非常勤講師 
　　21年８月　衆議院議員当選（第45回） 
　　21年11月　衆議院決算行政監視委員会理事 
　　22年６月　民主党副幹事長 
　　22年９月　厚生労働大臣政務官（菅改造内閣） 

座右の銘
天知、地知、子知、我知

中野 義昭
1987年　東京大学工学系研究科博士課程修了
同　年　東京大学工学部電子工学科助手
1988年　東京大学工学部電子工学科講師
1992年　東京大学工学部電子工学科助教授
同　年　カリフォルニア大学サンタバーバラ校客員助教授
2000年　東京大学工学系研究科電子工学専攻居黄綬
2002年　東京大学先端科学技術研究センター教授
2010年　東京大学先端科学技術研究センター所長

主な研究テーマは、半導体レーザ／発光ダイオード、太陽電池、光スイッ
チ、光集積回路などの光エレクトロニクスデバイスとそのエネルギーお
よび情報通信への応用技術。2008年度からは地球環境問題、エネルギー･
資源問題を地球規模で解決するための、エネルギー･環境技術国際研究拠
点Solar Questを立上げ、そのプロジェクトリーダーを務めている。

赤座 英之
1973 東京大学医学部医学科　卒業
1982 USAテネシー大学泌尿器科・客員助教授（併任）
1986 東京大学医学部泌尿器科・講師
1990-1996 筑波大学臨床医学系泌尿器科・助教授
1997-2004 筑波大学臨床医学系泌尿器科・教授
2000-2009 筑波大学附属病院　副院長（併任）
2004-2010  筑波大学大学院人間総合科学研究科機能制御医学専攻

腎泌尿器科学･男性機能学分野･教授（改称により）
2010- 東京大学先端科学技術研究センター・特任教授
2010- 筑波大学・名誉教授

1982年日本泌尿器科学会坂口賞受賞，2007年日本癌治療学会中山恒
明賞受賞
日本癌治療学会理事，日本泌尿器科学会理事、日本バイオセラピィ学会理事，Asian 
Pacific Journal of Cancer Prevention Editorial Board Member，UICC TNM Expert 
Panel Genitourinar, President of the Asia Pacific Society of Urological Oncologyなど，
多数。
第44回日本癌治療学会総会会長、第20回アジア太平洋癌学会会長。

参加者略歴

Jae Kyung Roh
1973年延世大医学部卒。卒後，同大にて臨床研修を行う。
米国ジョージタウン大に留学の後，89年延世大准教授。95
年より現職。2006－08年まで韓国がん協会議長を務めると
ともに，現在，韓国科学技術者連盟（KFST）副会長，韓
国生命倫理委員会委員長を務めている。専門は消化器が
ん。第18回アジア太平洋癌学会会長。

趙 世 暎
現　　職：駐日本 大韓民国大使館 公使参事官（政務担当）
学　　歴：大韓民国 高麗大学校 法学科 卒業
　　　　　日本 慶應義塾大学 訪問研究員
経　　歴：1984.5 外務部（現 外交通商部）入部

 外交通商部 東北亜通商課長
 （中国、日本 等 担当）
 日本（３回）、中国、Yemen、
 San Francisco勤務
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永　六輔
1933年　東京浅草の寺に生れる

1952年　早稲田大学文学部中退

中学の時、NHKラジオ『日曜娯楽版』に投書をして以来
ラジオを中心に作詞、テレビ、出版の仕事を続けている。
生活の大部分は旅ぐらしで、そこで感じた矛盾や感動を語
り、書き、時には市民運動やボランティア活動を手伝って
きた。

1992年　NHK放送文化賞　受賞
1994年　都民文化栄誉章　受章
2000年　菊池寛賞（第四十八回）　受賞
2003年　第19回浅草芸能大賞　受賞
2004年　第４回徳川夢声市民賞　受賞
2008年　ギャラクシー賞　45周年記念賞　受賞

付
中国抗癌協会乳癌専門委員会副委員長、長江学者奨励計画
革新的乳癌研究チームリーダー、中国教育省乳癌予防治療
研究所副所長、天津大学特別教授、天津第10次五カ年計画
癌公費研究員、天津医科大学国家人材、天津医科大学腫瘍

病院乳腺病理学研究部長、中国国家自然科学基金委員会863計画主査
病理学的診断、乳癌の成長・浸潤・転移の研究、遺伝子診断、化学療法
剤の感受性試験、腫瘍マーカーの臨床評価、診断キットの研究開発に携
わる。これまで、国内外の学会誌に62のSCI論文を含む171の学術論文を
発表。３種の乳癌研究誌の編集主幹を務める。主導する長江学者奨励計
画革新的乳癌研究チームの研究は、2009年、優れた専門家組織として、
五省庁・委員会により表彰された。

平井 康嗣
『週刊金曜日』編集長。

1969年生まれ。千葉県出身。

著書に『西武を潰した総会屋　芳賀龍臥』（WAVE出版）、
共著書に『食から立て直す旅』（金子勝、岩波書店）、『電通の正体』『ト
ヨタの正体』（金曜日刊）など。

崔 吉 城
東亜大学教授・広島大学名誉教授

1940年京畿道楊州生
国立ソウル大学校卒、高麗大学校大学院修士
成城大学大学院日本常民文化専攻博士課程修了
筑波大学大学院歴史人類学系文学博士（『韓国巫俗の社会人類
学的研究』）
陸軍士官学校教官、文化公報部文化財委員会常勤専門委員、啓
明大学校教授、中部大学国際文化学科教授、広島大学総合科
学部教授

著書
『朝鮮の祭りと巫俗』、『韓国のシャーマニズム』、『韓国のシャーマン』、『韓国
の祖先崇拝』（重松真由美訳）、『日本植民地と文化変容』（編著）、『恨の人類学』
（真鍋祐子訳）、『韓国民俗への招待』、『「親日」と「反日」の文化人類学』、『神
話・宗教・巫俗』（編著）、『哭きの文化人類学』（館野晳訳）、『差別を生きる在
日朝鮮人』（共著）、『樺太朝鮮人の悲劇』、『植民地の朝鮮と台湾』（共編）

巻島 隆雄
東京大学法学部公法コース在学

環境問題・地域活性化・国際などに関する活動を行う
2009年度、2010年度の京論壇の活動にスタッフとして関わる
2010年度所属分科会は「経済格差分科会」

山田 卓史
東京大学教養学部総合社会科学科国際関係論分科三年
京論壇2009 東アジア分科会 参加者
京論壇2010 代表
大学一年次にニューヨークで開かれた模擬国連全米大会に日本代表
として参加、二年次には同団体の東大支部代表を務める。

河原 ノリエ
昭和60年３月　早稲田大学第一文学部　卒業
独立行政法人産業技術総合研究所、研究支援アドバイザー
平成18年より現在まで　東京大学先端科学技術研究センター
ロバートケネラー研究室（医学研究における知的財産権研究）

中邑賢龍研究室（人間支援工学・がん患者支援連携研究）をへて赤座英之研究
室　総合癌研究国際戦略推進講座　特任研究員
平成20年より現在まで
癌研究会癌研究所　非常勤研究員（UICC国際対がん連合広報担当）
平成19年より現在まで　厚生労働省　日中がん研究開発協力に関する国内委員
会委員
平成19年より現在まで　厚生労働省　女性の健康づくり推進懇談会委員
平成　20年より　現在まで　UICC国際対がん連合日本国内委員会　広報委員
｢人体の個人情報｣ 共著日本評論社「ややこしい子とともに生きる」岩波ブッ
クレット
「恋するように子育てしよう」中央法規　など

真鍋 祐子
昭和61年　　　　奈良教育大学卒業
平成３年～５年　韓国・啓明大学校客員専任講師
平成８年　　　　筑波大学大学院社会科学研究科修了
　　　　　　　　博士（社会学）
平成10年～14年　秋田大学教育文化学部助教授
平成14年～18年　国士舘大学21世紀アジア学部助教授
平成18年　　　　東京大学東洋文化研究所助教授
平成22年－現在　東京大学大学院情報学環／
　　　　　　　　東洋文化研究所教授

宗教社会学、文化人類学の視点から歴史、政治、観光、伝承文化など、
Korean Studiesに幅広く分け入った研究を行なっている。主著に『烈士の
誕生』（平河出版社、1997年）、『増補　光州事件で読む現代韓国』（平凡社、
2010年）、訳書に『恨の人類学』（平河出版社、1994年）などがある。 
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　アジアがんフォーラムは、2004年のアジアハイテクネットワーク会議（三宅淳阪大教授）との連携

によるアジアがん情報ネットワークとして発足した。2007年の安倍・温家宝会談による日中医学構想

への政策提言、中国・南京でのアジア癌情報ネットワーク会議開催をへて、2008年からアジアがん

フォーラムと名称を変えて、国内外の有識者によるラウンドミィーテイングを重ねてきた。平行して、

中国農村部の小中学校でのがん予防教育事業、意識調査、がん患者のお化粧支援研究を行ってきてい

る。

　2010年４月から、東京大学先端科学技術研究センター・総合癌研究国際戦略推進講座・赤座研究室

に拠点をおき、学際連携のプラットフォームとして、東大現代韓国研究センターとの共同プロジェク

トの発足、京論壇との連携によるワークショップ「公共知の共創の中で考える ̶ 私のカラダの情報

は誰のものなのか？」などを始めている。東京大学「日本・アジア学」冬学期開講科目「文化・人間

情報学特論Ⅰ」を担当しているが、東アジアは、グローバル化が加速度的に進む一方で、先の大戦に

かかわる歴史認識問題、冷戦構造に起因するイデオロギー対立など、前世紀の遺恨をいまだ免れない

世界でほぼ唯一の地域といえる。

　こうした「ねじれ現象」の中で、ヒト、モノ、情報などの越境や流用、よりプラクティカルな立場

から、「アジアがんフォーラム」の取り組みを紹介し、グローバリズムとナショナリズムの「ねじれ」

をいかに超克すべきかを議論するなど、多様な社会的価値について包括的な知見と視点を得ることを

目指している。

　今後は、アジア各国の研究機関と連携しながら、食生活やくらし、疾病観の違いなど、アジアの文

化的な差異とがんの関係を、丁寧に読み解いていく研究を進めていく。

アジアがんフォーラムのあゆみ

第5回アジアがんフォーラム
2009年11月12日　つくば

がん予防を呼びかける母子のポスター

第6回アジアがんフォーラム
中国・深圳　2010年8月21日

UICC 10 ブースにて資生堂との
共同研究によるアンケート実施

中国ハルピン市の小学校にて
がん予防授業　2009年3月

第4回アジアがんフォーラム
2009年4月21日　東京
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アジアがんフォーラム委員名簿

役職 氏名 所　　属 部　署 職名

委員長 河原ノリエ 東京大学先端科学技術研究センター 「総合癌研究国際戦略推進」
寄附研究部門

特任研究員

幹　事 赤座　英之 東京大学先端科学技術研究センター 「総合癌研究国際戦略推進」
寄附研究部門

特任教授

増井　　徹 独立行政法人 医薬基盤研究所 難病・疾患資源研究部 部長

委　員 井上真奈美 国立がんセンター がん予防・検診研究センター
予防研究部

室長

三宅　　淳 大阪大学大学院 機能創成専攻・生体工学領
域・生物工学講座・細胞シ
ステム工学研究室

教授

中川原　章 千葉県がんセンター センター長

野崎慎仁郎 長崎大学 国際連携研究戦略本部 教授

真鍋　祐子 東京大学東洋文化研究所 教授

椙村　春彦 浜松医科大学 病理学第一講座 教授

西山　正徳 一般社団法人メディカル・プラットフォーム・エイシア 理事長

岩崎　　甫 グラクソ・スミスクライン株式会社 開発本部 常務取締役
開発本部長

事務局長 赤座　英之 東京大学先端科学技術研究センター 「総合癌研究国際戦略推進」
寄附研究部門

特任教授

事務局 竹内美那子 東京大学先端科学技術研究センター

鈴木くみ子 東京大学先端科学技術研究センター



わたしたちはアジアがんフォーラムの活動を支援しています。
＜協賛＞ ＜協力＞

アステラス製薬株式会社 ファイザー株式会社 株式会社ヤクルト本社 株式会社資生堂 一般社団法人メディカル・
プラットフォーム・エイシア

特定非営利活動法人
健康医療開発機構


